
〜
平
成
17
年
度
卒
業
式
報
告
〜

〜
平
成
17
年
度
卒
業
式
報
告
〜

〜
平
成
17
年
度
卒
業
式
報
告
〜

希
望
に
満
ち
た
門
出
を
祝
福

希
望
に
満
ち
た
門
出
を
祝
福

希
望
に
満
ち
た
門
出
を
祝
福
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平平
成成
１１８８
年年
３３
月月
２２５５
日日

学学
校校
法法
人人

駿駿
河河
台台
大大
学学

理理
事事
長長

山山
��
春春
之之

理理

事事

竹竹
下下
守守
夫夫

吉吉
田田
邦邦
久久

河河
上上
和和
雄雄

山山
��
善善
久久

森森

茜茜

山山
畔畔
清清
明明

梶梶
木木
隆隆
一一

監監

事事

松松
本本

香香

樋樋
口口
一一
夫夫

平
成
１８
年
３
月
２５
日

（
土
）１４
時
か
ら
、
平
成

１７
年
度
卒
業
式
が
本
学

体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
生

は
、法
学
部
３
４
５
名
、

経
済
学
部
３
３
８
名
、

文
化
情
報
学
部
２
８
６

名
、
現
代
文
化
学
部
１

４
８
名
、研
究
科
４３
名
、

合
計
１
１
６
０
名
。
卒

業
生
は
、
ス
ー
ツ
や
袴
姿
で
式
に
臨
み
、
厳
粛
な
が
ら
も

華
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
総
長
挨
拶
、
学
長
式
辞
に
続
き
、
来
賓

た

べ

い
じ
ゅ
ん

こ

に
登
山
家
の
田
部
井
淳
子
氏
を
お
迎
え
し
、
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

の
平
野
桂
子
さ
ん
が
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
堂
々
と
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
、
各
教
室
に
移
動
し
て
、
卒
業
生
全
員

に
「
学
位
記
・
卒
業
証
書
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

１７
時
３０
分
か
ら
は
、
飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
、
コ

メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
卒
業
祝
賀
・
謝
恩
パ
ー
テ

ィ
ー
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。恩

師
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
、学
生
生
活
を
振
り
返
り
、晴

れ
や
か
な
姿
の
卒
業
生
た
ち
で

し
た
。

同
窓
会
員
と
し
て
新
た
に
仲

間
入
り
す
る
彼
ら
を
温
か
く
迎

え
、
今
後
さ
ら
に
同
窓
会
が
発

展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

�10�
発 行

駿河台大学同窓会
事務局
〒３５７‐８５５５

埼玉県飯能市阿須６９８
�（０４２）９７２‐１１０１

ホームページ
http : //www.surugadai.ac.jp/

/dousou/index.html.
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●
答
辞

比
較
文
化
学
科

平
野
桂
子
（
私
立
駒
場
学
園
高
校
出
身
）

●
総
代

法
務
研
究
科

佐
藤
政
敬

経
済
学
研
究
科

Ｌ
Ｉ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｎ
（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
研
究
科

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｉ
（
留
学
生
・
中
国
）

法
律
学
科

小
橋
翔
太
（
都
立
東
大
和
高
校
出
身
）

経
済
学
科

�
山
剛
寛
（
埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

西
田
直
史
（
埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

湯
浅
美
幸（
都
立
武
蔵
村
山
東（
現
・
上
水
）高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

北
田
恵
美
（
私
立
狭
山
ケ
丘
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

菊
池
ま
ど
か
（
私
立
盛
岡
ス
コ
ー
レ
高
校
出
身
）

●
優
秀
賞

法
律
学
科

吉
田
貴
一
（
私
立
静
岡
北
高
校
出
身
）

経
済
学
科

田
中
紘
子
（
埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｕ
Ｈ
Ｕ
Ａ
Ｉ
（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
Ｙ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
（
留
学
生
・
韓
国
）

知
識
情
報
学
科

佐
藤
絵
理
（
新
潟
県
立
新
発
田
商
業
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
（
留
学
生
・
韓
国
）

●
菩
提
樹
賞

法
律
学
科

飯
島

優
（
長
野
県
野
沢
南
高
校
出
身
）

市
川
和
弘
（
群
馬
県
立
高
崎
東
高
校
出
身
）

金
田
大
輔
（
福
島
県
立
坂
下
高
校
出
身
）

小
林

豊
（
私
立
大
成
高
校
出
身
）

篠
原
裕
司
（
私
立
豊
島
学
院
高
校
出
身
）

田
川
啓
介
（
埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身
）

中
井
智
史
（
私
立
聖
パ
ウ
ロ
学
園
高
校
出
身
）

原
島

淳
（
埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身
）

�
川

彩
（
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
校
出
身
）

和
歌
山
法
子
（
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
）

Ｚ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｎ
（
留
学
生
・
中
国
）

経
済
学
科

内
田
康
夫
（
埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
出
身
）

杉
本
正
英
（
都
立
八
王
子
北
高
校
出
身
）

原
井
健
幸
（
埼
玉
県
立
狭
山
経
済
高
校
出
身
）

�
井
博
司
（
私
立
明
法
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

片
平
和
志
（
私
立
昭
和
第
一
学
園
高
校
出
身
）

長
井
慎
吾
（
埼
玉
県
立
入
間
高
校
出
身
）

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｏ
（
留
学
生
・
中
国
）

Ｈ
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｎ
（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

町
田
貴
比
古
（
都
立
北
園
高
校
出
身
）

太
田
麻
裕
（
新
潟
県
立
新
発
田
商
業
高
校
出
身
）

小
宮
山
千
景（
山
梨
県
立
峡
北（
現
・
北
杜
）高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

高
山
亜
紀
子
（
栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高
校
出
身
）

飯
田
宏
子
（
埼
玉
県
立
杉
戸
高
校
出
身
）

小
河

恵（
埼
玉
県
立
秩
父
東（
現
・
秩
父
農
工
科
学
）高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

東
さ
や
か
（
都
立
小
平
南
高
校
出
身
）

佐
藤
朋
美
（
埼
玉
県
立
岩
槻
高
校
出
身
）

鈴
木
夏
樹
（
私
立
京
華
高
校
出
身
）

●
特
別
賞
（
課
外
活
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
学
生

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
）

法
律
学
科

嶋
田
貴
文
（
私
立
本
庄
第
一
高
校
出
身
）

西
川
よ
し
美
（
静
岡
県
立
沼
津
商
業
高
校
出
身
）

経
済
学
科

小
林
正
佳
（
神
奈
川
県
立
山
北
高
校
出
身
）

千
葉
洋
平
（
千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
校
出
身
）

中
村
亮
太
（
私
立
北
海
高
校
出
身
）

森
本
麻
美
（
高
知
県
立
安
芸
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

新
井
ゆ
か
り
（
私
立
富
士
見
高
校
出
身
）

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｏ
（
留
学
生
・
中
国
）

高
原

健
（
国
立
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

井
上

篤
（
群
馬
県
立
高
崎
工
業
高
校
出
身
）

佐
々
木
文
子
（
都
立
福
生
高
校
出
身
）

谷
口
共
徳
（
神
奈
川
県
立
山
北
高
校
出
身
）

戸
上
里
紗
（
栃
木
県
立
大
田
原
女
子
高
校
出
身
）

我
妻
順
子
（
栃
木
県
立
今
市
高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

坂
上

智
（
私
立
敬
和
学
園
高
校
出
身
）

宮
岡

努
（
都
立
武
蔵
村
山
高
校
出
身
）

吉
田
綾
香
（
私
立
本
庄
第
一
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

安
藤
由
実
（
埼
玉
県
立
大
宮
武
蔵
野
高
校
出
身
）

笹
倉
宏
絵
（
茨
城
県
立
土
浦
湖
北
高
校
出
身
）

野
々
宮
賢
治
（
徳
島
県
立
那
賀
高
校
出
身
）

米
山
智
子
（
私
立
東
京
成
徳
大
学
高
校
出
身
）

●
入
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貢
献
賞

経
済
学
科

�
橋
尚
輝
（
福
島
県
立
白
河
旭
高
校
出
身
）

都
築

満
（
私
立
豊
島
学
院
高
校
出
身
）

柳
橋
龍
雄
（
埼
玉
県
立
狭
山
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

岡
田
み
さ
と
（
栃
木
県
立
足
利
商
業
高
校
出
身
）

今
野
由
香
里
（
埼
玉
県
立
川
越
西
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

山
本
和
孝
（
都
立
五
日
市
高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

江
田
恭
子
（
埼
玉
県
立
狭
山
経
済
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

齋
藤
育
恵
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）
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去
る
１０
月
１７
日
、
本
学
名
誉
教
授
・
理
事
山
下

薫
先
生
が
ご
逝
去
な
さ
れ
た
。
数
年
前
に
患
わ
れ

た
胆
嚢
の
癌
が
悪
化
し
、
肝
不
全
に
な
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。享
年
７６
歳
で
あ
ら
れ
た
。

山
下
先
生
は
、
平
成
６
年
４
月
、
本
学
法
学
部

教
授
に
着
任
さ
れ
、
以
来
、
平
成
１５
年
３
月
に
定

年
で
ご
退
職
に
な
ら
れ
る
ま
で
、
裁
判
官
と
し
て

蓄
積
さ
れ
た
幅
広
い
専
門
的
学
識
と
豊
か
な
実
務

経
験
を
生
か
さ
れ
て
裁
判
法
、
行
政
救
済
法
、
社

会
保
障
法
等
の
講
義
及
び
専
門
演
習
を
担
当
さ

れ
、
熱
心
に
学
生
の
教
育
に
当
た
ら
れ
た
。
と
り

わ
け
司
法
試
験
は
じ
め
国
家
試
験
の
受
験
を
志

す
、法
律
相
談
部
の
学
生
の
指
導
に
取
り
組
ま
れ
、

平
常
の
演
習
の
ほ
か
答
案
練
習
会
や
合
宿
を
通
じ

て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
暖
か
い
教
育
的
眼
差
し

を
注
い
で
下
さ
っ
た
。
ま
た
先
生
は
、
本
学
に
ご

着
任
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
飯
能
市
民
の
た
め
の
法

律
相
談
を
企
画
さ
れ
、
こ
れ
に
学
生
を
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

へ
の
貢
献
と
学
生
に
対
す
る
法
律
学
の
実
践
的
教

育
を
実
行
し
て
こ
ら
れ
た
。

わ
た
く
し
は
、
山
下
先
生
よ
り
２
年
後
れ
て
本

学
に
着
任
し
た
が
、
着
任
後
、
お
互
い
に
司
法
研

修
所
で
同
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
当
初
よ
り
先
生
か
ら
親
し
く
ご
厚
誼
を
賜

っ
た
。
大
学
運
営
の
面
で
、
と
く
に
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
本
学
法
科
大
学
院
の
設
立
準

備
に
際
し
、
元
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
の
人
脈
を

活
か
し
て
、
専
任
教
員
人
事
に
つ
き
、
先
生
か
ら

絶
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
山
下
先

生
無
く
し
て
は
、
駿
河
台
大
学
法
科
大
学
院
の
今

日
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
、
決
し
て
過
言
で
は
な

い
。山

下
先
生
と
の
９
年
余
に
及
ぶ
お
付
き
合
い
を

通
じ
て
、
わ
た
く
し
は
、
次
第
に
先
生
の
お
人
柄
、

そ
の
生
き
方
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
最
初
の
ご
発
病
後
も
、
常
に
明
る
く
前
向
き

に
生
き
ら
れ
た
。
名
古
屋
高
裁
時
代
に
知
り
合
わ

れ
た
看
護
婦
の
皆
さ
ん
の
希
望
に
応
え
て
、
介
護

を
目
的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
毎
月

１
度
名
古
屋
に
指
導
に
行
っ
て
お
ら
れ
た
。
社
会

的
に
弱
い
立
場
の
人
々
へ
の
先
生
の
温
か
い
思
い

や
り
と
、
こ
の
社
会
に
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
へ

の
強
い
ご
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
心
と
か
個
人
的
栄
誉
へ
の
関
心
と
は
、
全
く
無

縁
な
生
き
方
で
あ
っ
た
。

山
下
先
生
は
、
東
京
大
学
法
学
部
の
学
生
の
頃

か
ら
、
当
時
の
東
京
大
学
総
長
矢
内
原
忠
雄
先
生

の
主
宰
す
る
聖
書
研
究
会
に
所
属
す
る
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
ら
れ
た
。今
回
の
ご
葬
儀
の
前
夜
式
、告

別
式
で
、
古
く
か
ら
の
友
人
、
信
仰
を
同
じ
く
す

る
知
人
の
方
々
の
お
話
を
伺
っ
て
、
先
生
が
、
学

生
時
代
か
ら
、
裁
判
官
、
教
育
者
の
時
期
を
通
じ
、

一
貫
し
て
、
わ
た
く
し
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
た

熱
心
な
信
者
で
あ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
山
下

先
生
の
ご
葬
儀
は
、
こ
の
よ
う
な
敬
虔
で
、
信
念

に
満
ち
た
先
生
の
ご
生
涯
に
相
応
し
く
、
わ
た
く

し
達
会
葬
者
一
同
の
心
を
も
洗
い
清
め
て
下
さ
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

山
下
先
生
が
本
学
の
た
め
に
遺
さ
れ
た
多
く
の

ご
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
。
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平
成
１７
年
１２
月
に
７０
歳
を
迎
え
、
こ

の
３
月
末
で
定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
文
化
情
報
学
部
創
設
以
来
、
こ

れ
ま
で
勤
務
で
き
た
の
も
、
学
内
教
職

員
の
皆
様
な
ら
び
に
卒
業
生
も
含
め
た

学
生
諸
君
の
お
か
げ
で
あ
る
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
１２
年
間
の
駿
河
台
大
学
に
お
け
る
教

員
生
活
を
反
省
し
て
ま
と
め
、
感
謝
の
し
る
し
と
し
た
い
。
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文
化
情
報
学
部
で
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
科
目
と
し
て
、

当
初
、
資
料
検
索
法
、
論
文
執
筆
法
、
研
究
調
査
法
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
法
、
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
置
い
て
い
た
（
０６
年

度
か
ら
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
だ
け
が
残
る
）。学
部
の
理
想
を
生
か
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
し
、
さ
ら
に
全
学
共
通
科
目
と
す

れ
ば
、
副
専
攻
科
目
な
ど
よ
り
は
、
ず
っ
と
大
学
の
特
色
に
な

る
と
考
え
る
。
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大
学
は
教
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
教
員

は
卒
業
生
を
除
け
ば
、
根
無
し
草
に
近
く
、
大
学
間
を
さ
ま
よ

っ
て
い
て
、
責
任
を
と
ら
な
い
。
事
務
局
を
中
心
に
し
た
大
学

運
営
が
重
要
で
あ
る
。
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学
生
寮
も
完
成
し
、
施
設
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
た
。
し

か
し
、
教
員
の
滞
在
時
間
が
増
加
し
た
と
は
思
え
な
い
。
学
生

を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
学
習
・
教
育
・
研
究
に
集
中
さ
せ
る
に

は
、
教
員
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

始
め
と
す
る
学
内
施
設
の
活
用
を
教
員
が
率
先
し
て
、
模
範
を

示
す
必
要
が
あ
る
。
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大
学
、
特
に
私
立
大
学
は
学
生
が
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な

い
。
学
生
向
け
の
教
育
研
究
が
教
員
の
役
割
で
あ
り
、
講
義
や

演
習
の
評
価
を
教
員
相
互
に
行
う
こ
と
も
重
要
に
な
る
。
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大
学
は
世
間
の
非
常
識
が
横
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
研
究

者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
時
代
の
名
残
で
あ
ろ

う
。
時
間
を
守
ら
な
い
、
言
わ
れ
な
け
れ
ば
何
も
し
な
い
、
朝

は
遅
い
、
な
ど
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
就
職
活
動
の
反

面
教
師
と
す
れ
ば
成
功
す
る
。

Retire

not

from
som

ething,
but

to
som

ething.
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昨
年
の
９
月
米
国
の
シ
ア
ト
ル
で
、

家
内
と
長
年
の
友
人
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ

に
よ
ば
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
定

年
後
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち

で
、
近
く
私
た
ち
も
仲
間
に
入
る
こ
と

を
知
っ
て
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
都
合
が
つ
か
な
く
て
電
話
を
く

れ
た
人
も
い
て
、
感
激
し
、
つ
く
づ
く
英
語
を
学
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
っ
た
。

言
葉
は
人
と
人
の
間
で
使
わ
れ
る
の
で
、
言
葉
の
学
習
に
は

人
と
の
出
会
い
が
不
可
欠
で
あ
る
。
出
会
い
に
も
良
し
悪
し
は

あ
る
。
し
か
し
外
国
語
を
勉
強
し
、
書
物
に
よ
る
間
接
的
な
出

会
い
も
含
め
、
国
や
文
化
を
こ
え
て
良
い
出
会
い
を
持
つ
こ
と

ほ
ど
大
き
な
喜
び
は
な
い
。

駿
河
台
大
学
に
は
、
非
常
勤
の
２
年
間
も
入
れ
る
と
、
こ
の

３
月
で
１４
年
間
勤
め
た
こ
と
に
な
る
。
大
学
当
局
を
は
じ
め
教

職
員
の
皆
様
に
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ

こ
で
も
、
幾
多
の
有
益
な
あ
る
い
は
心
温
ま
る
出
会
い
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

と
く
に
学
生
諸
君
か
ら
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
の
一

つ
は
成
功
体
験
の
力
で
あ
る
。

秋
学
期
に
、
夕
闇
の
迫
る
な
か
で
、
再
履
修
の
学
生
諸
君
と

苦
労
し
て
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
物
語
」
を
読
み
、
そ
の
理
解

を
確
か
め
合
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
、
教
師
の
私
に
も
大
き
な

励
み
に
な
っ
た
。

ま
た
本
学
の
海
外
語
学
研
修
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
メ
ル
ボ
ル
ン
と
３
回
学
生
に
同
行
し
た
が
、
そ
の
折

に
も
、
学
生
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
成
功
体
験
を

積
み
重
ね
て
成
長
し
て
ゆ
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
月
か
ら
の
生
活
は
ま
だ
見
当
が
つ
か
な
い
。
冒
頭
に
述
べ

た
パ
ー
テ
ィ
で
、
あ
る
人
か
ら「R

etirem
ent

」と
い
う
小
冊
子

を
戴
い
た
が
、
そ
の
中
に
表
題
の
よ
う
な
文
字
を
見
つ
け
て
共

感
し
た
。
引
退
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
前
向
き
に
新
し
い
生

活
を
迎
え
た
い
と
思
う
。

本
学
の
発
展
、
教
職
員
の
皆
様
の
活
躍
、
学
生
諸
君
の
飛
躍

を
祈
念
し
て
筆
を
お
く
。
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（2）駿河台大学 同窓会報 第１０号平成１８年４月１日
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在
学
中
は
、
専
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
サ
ー
ク
ル
活
動
に
精

を
出
し
、
勉
強
し
た
記
憶
と
い
え
ば
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ（
現
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
）で
宅
建
講
座
を
受
講
し
、
在

学
中
に
資
格
取
得
し
た
位
で
す
。
ゼ
ミ
は
、
織
田
博
子
先

生
（
現
本
学
法
科
大
学
院
教
授
）
の
民
法
ゼ
ミ
と
、
柿
�

榮
治
先
生
（
現
駿
台
法
律
経
済
専
門
学
校
校
長
）
の
商
法

ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
も
の
の
、
先
生
の
質
問
を
回
避
す

る
た
め
、
先
生
の
死
角
に
入
る
よ
う
に
他
の
学
生
の
陰
に

隠
れ
て
い
ま
し
た
。
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父
が
弁
護
士
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼
少
時
か
ら
そ

れ
と
な
く
志
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
真
剣
に
考
え
始
め

た
の
は
、
大
学
３
年
生
の
秋
に
就
職
を
意
識
し
て
か
ら
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
司
法
試
験
の
た
め
の
準
備
を
何
も
し
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、
受
験
に
反
対
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
い
つ
か
見
返
し
て
や
ろ
う
と
気
持
ち
を
高
め
、
勉

強
に
本
腰
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
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予
備
校
で
勉
強
し
な
が
ら
受
験
し
始
め
た
の
は
卒
業
後

の
こ
と
で
し
た
が
、短
答
式
試
験
に
３
年
連
続
で
不
合
格
。

「
こ
れ
で
ダ
メ
な
ら
」
の
覚
悟
で
臨
ん
だ
４
年
目
に
よ
う

や
く
短
答
式
を
ク
リ
ア
。
そ
の
後
５
年
連
続
短
答
式
ク
リ

ア
も
、
論
文
試
験
で
不
合
格
。
そ
し
て
今
回
、
６
年
連
続

短
答
式
ク
リ
ア
の
後
、
よ
う
や
く
論
文
・
口
述
試
験
を
突

破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
１０
年
か
か
り
ま
し

た
。
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司
法
試
験
受
験
生
は
、
皆
普
通
に
１
日
１２
時
間
以
上
勉

強
し
て
い
ま
す
が
、急
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
週
１
日
勉
強
か
ら
離
れ
る
日
を
設
け
、
思
い
っ
き

り
遊
ん
で
気
分
転
換
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
一
番
の
秘
訣
は
、
切
磋
琢
磨
で
き
る

勉
強
仲
間
を
作
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
答
練
で
仲
間
と

競
い
合
い
、
予
備
校
の
成
績
優
秀
者
に
名
前
を
連
ね
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
力
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
し
、
先
に
合
格
し
た
仲
間
の
答
案
は
、
最
高
の

教
材
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
論
文
対
策
に
集
中
す
る

た
め
に
は
、
短
答
式
を
毎
年
ク
リ
ア
し
続
け
る
こ
と
も
大

事
。
口
述
試
験
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
で
あ
る
父
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
ま
ま
役
立
っ
た
と
思
い
ま

す
。
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合
格
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
嬉
し
い
の
で
す
が
、
一
方

で
「
や
っ
と
！
」
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、
と
に
か

く
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
か
ら
は
、新
司
法
試
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。学

生
諸
君
が
法
曹
を
目
指
す
場
合
は
、
ま
ず
法
科
大
学
院
へ

の
進
学
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し

よ
う
か
迷
っ
た
ら
、
ま
ず
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ

い
。
尻
込
み
し
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
前
に
進
み

ま
せ
ん
か
ら
。

������������
������������
������������
������������
������������
������������

�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
+
,
-
�
.
/
0


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

昨
年
１１
月
９
日（
木
）に
本
年
度
の
司
法
試
合
格
者
が
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
本
学
法
学
部
卒
業
生
の

松
原
賢
宏
さ
ん
（
９４
年
度
法
学
部
卒
・
都
立
永
福
〔
現
・
杉
並
総
合
〕
高
校
出
身
）
が
見
事
合
格
を
果
た

し
ま
し
た
。
本
学
か
ら
の
司
法
試
験
合
格
は
昨
年
に
引
き
続
く
快
挙
で
、
松
原
さ
ん
が
７
人
目
。
こ
こ
に

松
原
さ
ん
の
横
顔
と
合
格
ま
で
の
道
程
を
紹
介
し
ま
す
。
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今
年
度
よ
り
、

む
ら

陸
上
競
技
部
は
邑

き木
隆
二
氏
を
監
督

に
迎
え
ま
し
た
。

邑
木
監
督
の
専
門

種
目
は
４
０
０

ｍ
。
自
身
は
箱
根

駅
伝
と
は
無
縁
で

し
た
が
、
世
界
選

手
権
に
も
出
場
し

た
一
流
選
手
な
ら

で
は
の
感
性
と
研

究
熱
心
さ
、
強
い

指
導
力
で
、
就
任

１
年
目
で
チ
ー
ム

を
予
選
会
出
場
に

導
き
ま
し
た
。

７
月
に
予
選
会
出
場
が
決
定
し
て
以
来
、
長
距
離
ブ
ロ

ッ
ク
は
法
政
大
学
と
の
合
同
や
大
学
単
独
で
４
度
の
合
宿

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。法
政
大
学
と
の
合
同
合
宿
で
は
、本

大
会
常
連
校
と
の
地
力
の
差
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら

れ
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
い
け
な
い
な
ど
辛
酸
を
味

わ
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
個
々
の
選
手
が
着
実
に
力

を
つ
け
る
と
と
も
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
結
束
力
を
育
ん
で

予
選
会
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

初
出
場
と
い
う
こ
と
で
、
当
日
は
最
後
尾
近
く
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
。
エ
ー
ス
の
河
村
君
を
は
じ
め
、
必
ず
し
も
全

員
が
万
全
の
調
子
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
持
味
を
発
揮
し
、
制
限
時
間
の

１
時
間
３０
分
以
内
に
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
箱
根
に

は
ま
だ
ま
だ
遠
い
結
果
で
し
た
が
、初
め
て
つ
い
た
順
位
。

駿
河
台
大
学
陸
上
競
技
部
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。
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今
年
１
月
、
本
学
飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
学
生
寮
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ズ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ズ
は
、
本
学
に
在
籍
す
る
学
生

を
対
象
と
し
た
男
子
寮
と
女
子
寮
。
学
生
に
良
好
な
住
居

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
大
学
が
直
接
管
理
運
営
に
あ
た
り

ま
す
。

建
物
は
、
白
亜
の
１０
階
建
て
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
で
、
男
女

合
わ
せ
て
２
９
４
室
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
有
し
て
い
ま

す
。
全
館
冷
暖
房
完
備
で
、
最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ

ス
テ
ム
を
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
全
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
２４
時
間
無
料
で
利
用
で
き
る
な
ど
、
安
全
で
快
適
な

生
活
と
学
習
に
必
要
な
十
分
な
設
備
を
配
し
て
い
ま
す
。

居
室
は
全
室
個
室
で
、
１６
㎡
の
ワ
ン
ル
ー
ム
。
ま
た
、
１

階
に
日
用
品
を
販
売
す
る
売
店
、
各
階
に
は
ラ
ン
ド
リ
ー

室
も
用
意
さ
れ
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
を
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
目
的
ル
ー
ム
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
も
用
意
さ
れ
る
の
で
、
寮
生

の
交
流
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

各
建
物
の
出
入
り
口
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
、
各
部

屋
の
入
り
口
は
カ
ー
ド
キ
ー
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

が
守
ら
れ
、
１
階
フ
ロ
ン
ト
に
は
管
理
人
が
常
駐
し
、
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
管
理
栄
養
士
が
作
る
「
マ
ザ
ー

フ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
食
事
を
提
供

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

平成１８年４月１日駿河台大学 同窓会報 第１０号（3）
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学
生
い
き
い
き
、

　

大
学
も
い
き
い
き

現代
ＧＰ
現代
ＧＰ

同
窓
会
事
務
局
で
は
、同
窓
生
の
皆
様
が
集
う
場
と
し
て
、

年
に
２
回
懇
親
会
等
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
５
月
に
同
窓
会
総
会
を
、
１０
月
末
（
駿

輝
祭
時
）に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、
５
月
１３
日（
土
）、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
豊
島
区
東
池
袋
）
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
。

当
日
、
総
会
で
は
平
成
１７
年
度
の
決
算
報
告
、
平
成
１８
年

度
予
算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
し
、
総
会
終
了
後
に
懇
親

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
懇
親
会
で
は
、
在
学
生
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
発
表
等
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
も
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
同
封
の
は
が
き
を
同
窓
会

事
務
局
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、
総

会
ま
た
は
懇
親
会
の
い
ず
れ
か
の
ご
出
席
も
可
能
で
す
。
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実
行
委
員
会
委
員
長
・
経
済
学
研
究
科
長

鎗
田
英
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入
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

�
駿
大
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
（
平
成
１６
年
１２
月
１８
日
オ
ー
プ

ン
）
で
の
主
な
活
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

の
中
心
は
、
入
間
市
の
中

心
地
に
あ
る
複
合
映
画
館

（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
入
間
）の

入
っ
て
い
る
Ｉ
ポ
ッ
ト
の

２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
駿

大
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
��

�

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
分
か

ら
な
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
い
う
市
民
の
相
談
に

学
生
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

３
月
の
「
春

の
さ
と
や
ま
探
検
隊
」、
４
月
の
「
お
と
う
ろ
う
祭
り
」
な

ど
の
企
画
・
運
営
に
、
学
生
が
市
民
と
一
緒
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

小
学
生
に
パ
ソ
コ
ン
を
教

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
教
え
方
、
教
材
、
運
営
な
ど
、

学
生
が
す
べ
て
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
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学
生
・
市
民
が
気
軽
に
楽
し
め
る
書

籍
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

�
地
域
Ｉ
Ｔ
化
サ
ポ
ー
ト

�
%
&
'
�
�
�
�
(
)

ま
っ
た
く
の
初
心
者
に
学
生

が
教
え
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
も
学
生
が
作
り
ま
す
。
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教
員
が
教
え
、
学
生
が
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

�
-
.
/
�
�
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�
0
1
2
3
�
�

学
生
が
豊
岡
小
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

�
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

入
間
市
を
中
心
と
し
た
地
域
企
業
、
自
治
体
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
、
平
成
１７
年
度
に
は
５４
名
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

�
学
生
に
よ
る
リ
サ
ー
チ

�
�
4
�
�
3
5�

�

入
間
市
商
工
会
と
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
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「
脱
臭
液
の
市
場
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
製

品
が
市
場
に
出
る
前
の
段
階
を
体
験
し
ま
し
た
。

�
そ
の
他

�
�
�
�
>
�
�
<�

0

託
児
施
設
や
保
育
園
で
育
児

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

	
?
@
A
B
C
D
E
F

児
童
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
舞
台
に
、
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
て
子
ど
も
と
一
緒
に
映
像

番
組
を
作
成
し
ま
し
た
。

�
G
H
I�

�

J�
�

K
L�

M
�
N
0

毎
月
第
四
土

曜
日
正
午
〜
１２
時
１５
分
に
「
入
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活

動
を
市
民
に
紹
介
す
る
番
組
を
、
学
生
が
企
画
・
放
送
し

て
い
ま
す
。
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学
生
が
中
心

と
な
り
、活
動
の
報
告
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、市

民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

V
W
.
X
Y
8
Z�

3�

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

小
学
生
の
通
学
合
宿
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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学
生
だ
け
で
な
く
、
教
員
も
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

学
生
い
き
い
き

私
た
ち
教
員
の
口
か
ら
も
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
あ
ん

な
い
き
い
き
し
た
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
」「
結
構
自
分
た

ち
で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
」
と
、
学
生
を
「
見
直
す
」言

葉
が
異
口
同
音
に
出
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
、
学
生
が
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
潜
在

的
能
力
を
再
発
見
す
る
と
同
時
に
、
今
ま
で
の
教
員
は
そ

の
よ
う
な
学
生
の
力
を
十
分
に
引
き
出
す
こ
と
を
行
っ
て

い
た
の
か
、
大
い
に
反
省
を
強
い
ら
れ
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
教
育
と
は
教
え
る
者
、
教
え
ら
れ
る
者
が
お
互

い
を
信
頼
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
入
間
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
そ
の
教
育
の
原
点
を
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

平成１７年度同窓会総会懇親会の様子
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地下鉄有楽町線東池袋駅２番口から徒歩３分
都電荒川線東池袋四丁目駅から徒歩６分
西武池袋線・ＪＲ線・地下鉄・東武東上線池袋駅東口から徒歩８分
（お車の場合）首都高速道路５号線東池袋ランプと直結
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http://www.surugadai.ac.jp//dousou/index.html.

（4）駿河台大学 同窓会報 第１０号平成１８年４月１日


